
久喜市高校生環境ワークショップ
～埼玉県版気候変動ミステリーカードの活用～

久喜市気候変動適応センター



1. はじめに
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2. 久喜市の環境課題



出典: 令和４年市民アンケート結果

→ 若い世代へ環境情報が届かない

→ 若い世代からの意見が
市の環境施策に反映できない

設問「環境に関する情報を入手する
きっかけは何でしたか？」

最多90.5％が「広報紙」と回答

設問「広報紙を読んでいますか？」
若い世代ほど広報紙を読まない

出典: 日本広報協会2014年実施 静岡県某市



→ 令和５年度より「高校生ワークショップ」の実施がスタート
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2. 久喜市の環境課題

3. 気候変動ワークショップ実施までの動き



R4年度高校生ワークショップ（第2回）

現地調査の模様

→ WSをより発展させるため、根本の

問題である「気候変動」について、

高校生の主体的な学びを重視する

方針で見直すこととした。



①A－PLATで「気候変動適応のミステリー」の存在を知る（R5.9月）

④関東地方環境事務所への相談（R6.1月）

・類似事例の確認を行い、実現可能性についての助言を得る

②日本大学理工学部への相談（R5.10月～随時）

・実施方針の共有、全体計画の策定

⑤市内高等学校への依頼（R6.4月）

・実施時期の調整、参加者の募集についての周知を依頼

③埼玉県気候変動適応センターへの相談（R5.10月～R6.4月）

・気候変動ミステリーの情報提供依頼⇒埼玉県地球温暖化防止活動推進員研修への参加

・埼玉県版「ミステリーカード」の作成を依頼する
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3. 気候変動ワークショップ実施までの動き

4. 活動内容



→ 埼玉県気候変動適応センターが中心となり「埼玉県版ミステリーカード」作成



→ カードに描かれた事象のうち、

「コメ」、「青パパイヤ」を研究

テーマとすることを各グループの

話し合いで決定した。

ミステリーカードを使った議論の様子
中央のファシリテーターは日本大学理工学
部の学生



→ いずれのテーマも課題は「認知度

向上」にあるとし、各班で解決手段を

検討することとなった。





https://youtube.com/shorts/3W42gVxBL_0

https://youtube.com/shorts/3W42gVxBL_0




1. はじめに

5. まとめと今後の展望



埼玉県気候変動適応センターとの共同主催で調整中

・「若い世代の声を聞きたい」は行政の都合

→高校生、大学生、行政にそれぞれ参加するメリットが必要

・地域の関係者の協力なくしては実現できない



特別な知見を持たない久喜市でこの事業が実現できたのは、地域の関係
者がそれぞれの立場で前向きに取り組んでくれたおかげでした。

市役所は地域の人的資源をつなぐ「ハブ」のような存在です。

ぜひ、皆様も地域人材と連携し、環境学習の輪を広げてみてください。

ご清聴ありがとうございました。
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